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長野県は、消毒のみの割合が、6割もある。 

雑誌の印刷は白黒写真を元のカラーへ、追記もした。 

給
水
人
口
５
０
０
１
人
以
上
で
も
無
処
理
で
消
毒
の
み
の
浄
水
量
も
浄
水
場
数
も
多
い 



 国際会議論文集は、世界の緩速
ろ過の現状が良くわかる。 

ド
イ
ツ
の
国
際
会
議
、
岩
瀬
君
の
報
告
も
情
報
が
多
い
。 

緩速ろ過は生物群集の食物連鎖による浄化。 



 

ロ
ン
ド
ン
で
は
、
ろ
過
速
度
を9

.6
m

/
d

に
し
て
い
た
。 

越流口が小さい。 
 

緩速ろ過を研究すると、やはりテムズ水道の浄水場を訪問したくなる。 
 

砂層の間に活性炭を
入れていた。 



 
ろ過砂は、日本とほぼ同じ粒径 

塩素添加後と塩素添加前の水を飲んでみた。 

ロ
ン
ド
ン
は
硬
度
が
高
い
が
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
は
軟
水
だ
っ
た
。 



 ドイツ、ムルハイムでは 5 月初めは
花が一杯で、芝生の緑。 

ロ
ン
ド
ン
は
白
鳥
が
ど
こ
に
で
も
い
た
。 

砂の中にはかなり大きな砂も入っていた。 

テムズ水道の浄水場では白鳥の巣があった。 

砂
を
洗
浄
し
た
砂
山
に
は
こ
ん
な
大

き
な
小
石
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。 



 
下水処理水を、緩速ろ過で、浄化する実験を
発表した岩瀬君。 

ド
イ
ツ
で
は
伏
流
水
取
水
の
水
が
多
い
と
言
わ
れ
た
。 

河川敷で、人工的に伏流水を作る浸透池があった。 



 

緩
速
ろ
過
で
は
砂
層
上
部
で
濁
り
は

除
か
れ
る
。
生
物
群
集
の
活
躍
だ
。 

夏は、藻は 10 日すると
急激に減少した。 

汚れは、砂層上部で殆どが除かれる。 

河
川
か
ら
の
濁
り
対
策
で
凝
集
剤

添
加
を
止
め
た
浄
水
場
。 

水
温
が
低
い
冬
で
も
藻
が

対
数
増
加
し
て
い
た
。 



 

夏は、10 日後に藻類活性が
急激に悪くなる。 

藻の活性が悪い時は、ユスリカ
に藻が食べられていた。 

冬は、藻類活性が段々と良くなる。 

藻
の
活
性
と
捕
食
動
物
の
ユ
ス
リ
カ
の
成
長
が
関
係
し
て
い
た
。 



 

ユ
ス
リ
カ
は
役
立
っ
て
い
た
。 

水
温
が
低
い
時
期
は
、
少
し
の
濁
り

負
荷
で
、
直
ぐ
に
目
詰
ま
り
す
る
。 

水温が高い時期は、ろ過池は目詰まりしない。 

溶存酸素濃度が重要だ。生物活性に関係する。 



 

日本でも人工的に伏流水利用を
考えいたい。 

テ
ィ
タ
イ
ム
は
重
用 

国際会議では研究者同士、情報交換が盛んだ。 



 

砧
浄
水
場
も
多
摩
川
の
伏
流
水
を
取
水
す
る
浄
水
場
だ
。 

オランダでも砂丘地へ汚れた河川水
を導水し、砂丘地で浄化している。
JICA 研修では粗ろ過を教えた 
 

ドイツは積極医的に伏流水取水を
していた。 

熊本市の水道は 100％、地下水
利用だ。 



 

日本や山国、山の裾野から湧き出す水の利用が盛ん。省エネで、水質も良い。 

日
本
政
府
のK

IZ
U

N
A

で
生
物
浄
化
法
を
解
説
。 

外
務
省
も
生
物
浄
化
法
を
宣
伝
。 

日本で、唯一の生物浄化法の解説本。 

緩
速
ろ
過
で
な
く
生
物
浄
化
法 


